
各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

岡
田
重
美

橋
本
律
子

辻
重
治

土
山
定
信

田
中
新
人

橋
本
恒
典

谷
永
兼
二

山
中
善
治

森
田
久
生

小
河
文
人

戎
脇
浩

山
中
修
平

里
見
淳

糸
目
仁
樹

白
坂
萬
里
子

田
中
將
之

堀
郁
子

竹
若
茂
國

奥
田
宏
嗣

鵜
飼
勲

田
中
喜
克

林
田
久
充

一般会計補正予算(第５号)(第6号) 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲賀病院の運営形態を地方独立行政法人に移行するための規約改正 市長 戎脇　浩 山岡光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国の責任で若い人も高齢者も安心できる年金制度を実施する意見書を求める請願
甲賀年金者組

合
山岡光広 橋本律子 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ●

憲法９条改憲に反対し、憲法を生かす政治を求める意見書 小西喜代次 岡田重美
糸目仁樹
辻　重治

否決 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ●

北朝鮮の核・ミサイル開発問題の平和的解決へ政府のイニシアチブの発揮を求める意見書 小西喜代次 岡田重美 小河文人 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ●

核兵器禁止条約の早期批准を求める意見書 山岡光広 小西喜代次 田中将之 可決 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇

「原発ゼロ」の日本を求める意見書 山岡光広 小西喜代次 戎脇　浩 否決 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇

介護保険制度の拡充へ介護報酬の引き上げを求める意見書 岡田重美 小西喜代次 橋本律子 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ●

道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書 谷永兼二 橋本恒典 山岡光広 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
裁
決
に
加
わ
ら
ず

無会派公明党

提出 可否

共産党 凜風会 志誠会 無ク

討論なし
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このニュースは、毎週発行しています。fb でもご覧いただけます。また毎週金曜日早朝、甲南・寺庄・甲賀の各駅をまわって配布しています。 

●…22 日(金)は、早朝甲南駅頭宣伝、10 時から議会本会議、その後議会全員協議会、その後議員

団会議。●…23 日(土)と 24 日(日)は、集金活動が中心、12 議会報告特集のニュース作成。●…25 日(月)は、早朝赤旗配達、午前

中集金活動、13 時半から草津で会議、その後実務。●…26 日(火)は、9 時半から甲賀広域行政組合議会、その後市役所で実務、集

金活動。●…27 日(水)は、集金活動、12 時から草津で実務、夜宿直。●…28 日(木)は、草津で実務等、夜甲賀で望年会。 

今
年
は
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
世

界
の
人
々
に
と
っ
て
歴
史
的
な
年

と
な
り
ま
し
た
。
７
月
７
日
に
は
、

国
連
の
会
議
で
、
人
類
史
上
最
も
残

虐
で
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
る
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
て
、
１
２
２
カ
国

の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
、
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
被
爆
者
と
反
核
平
和
運

動
の
長
年
の
願
い
が
結
実
し
た
も

の
で
す
。 

 
そ
し
て
こ
の
条
約
採
択
に
尽
力

し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
も
二
重
の
喜
び
で
し

た
。 

 

１２
月
１０
日
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
首
都
オ
ス
ロ
で
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
承
知
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

授
賞
式
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
ベ
ア

ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
事
務
局
長
と
、
広

島
で
被
爆
し
現
在
カ
ナ
ダ
在
住
の

サ
ー
ロ
ー
節
子
が
演
説
さ
れ
ま
し

た
が
、
と
て
も
感
動
的
で
、
新
聞
で

は
「
拍
手
が
何
度
も
起
こ
り
、
涙
を

拭
き
な
が
ら
聞
く
参
加
者
も
見
ら

れ
た
」
と
そ
の
様
子
を
報
じ
て
い
ま

す
。 

 

な
か
で
も
「
広
島
と
長
崎
の
原
爆

投
下
か
ら
奇
跡
的
に
生
き
延
び
た

被
爆
者
の
一
人
と
し
て
お
話
し
す

る
」
と
切
り
出
し
た
サ
ー
ロ
ー
節
子

さ
ん
は
「
今
年
７
月
７
日
、
世
界
の

圧
倒
的
多
数
の
国
々
が
核
兵
器
禁

止
条
約
を
採
択
し
た
時
、
私
は
喜
び

で
感
極
ま
っ
た
。
か
つ
て
人
類
の
最

悪
の
時
を
目
撃
し
た
私
は
、
人
類
最

良
の
時
を
目
撃
し
た
。
こ
れ
を
核
兵

器
の
終
わ
り
の
始
ま
り
に
し
よ
う
」

と
訴
え
る
と
と
も
に
、
「
核
兵
器
は

必
要
悪
で
は
な
く
絶
対
悪
だ
」
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約

の
前
文
に
は
、
核
兵
器
の
否
人
道
性

を
厳
し
く
告
発
し
、
国
連
憲
章
、
国

際
法
、
国
際
人
道
法
に
照
ら
し
て
、

核
兵
器
は
違
法
だ
と
い
う
太
い
論

理
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
条

約
の
心
臓
部
と
言
わ
れ
る
第
一
条

に
は
、
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
生

産
、
保
有
、
使
用
、
使
用
の
威
嚇
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

意
見
書
案
に
あ
る
よ
う
に
、
北
朝

鮮
に
よ
る
核
開
発
・
相
次
ぐ
ミ
サ
イ

ル
の
発
射
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
核
を
め
ぐ
る

緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
核
兵
器
の
全
世
界
的
な
禁
止

と
廃
絶
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
「
核
廃
絶
と
い
う
ゴ

ー
ル
は
共
有
」
な
ど
と
言
う
一
方

で
、
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
背
を
む
け
る
態
度
を
と
り
続
け

て
い
る
こ
と
は
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
願

い
に
背
を
む
け
る
も
の
で
す
。
そ
れ

は
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
に
依
存
し
、

核
兵
器
の
使
用
と
そ
の
威
嚇
は
欠

か
せ
な
い
と
す
る
姿
勢
は
全
く
道

理
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

す
で
に
条
約
発
効
に
必
要
な
批

准
数
は
超
え
て
い
ま
す
が
、
国
連
と

し
て
す
べ
て
の
国
が
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
し
、
批
准
す
る
こ
と
を

国
連
決
議
と
し
て
す
べ
て
の
加
盟

国
に
呼
び
か
け
た
こ
と
も
注
目
さ

れ
る
動
き
で
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
る
声
は
、
政
治
的
立
場
を
超
え
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
唯
一

の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
が
、
早

期
に
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。 

先
の
一
般
質
問
で
小
西
議
員
が
、

「
甲
賀
市
非
核
平
和
宣
言
」
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
全
会
一
致
で

採
択
し
た
「
平
和
宣
言
」
に
は
、「
平

和
憲
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
我
が

国
の
基
本
方
針
で
あ
る
核
兵
器
を

作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず

と
い
う
非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、
あ

ら
ゆ
る
国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
強

く
訴
え
、
も
っ
て
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
め
ざ
し
、
こ
こ
に
「
あ
ふ

れ
る
愛
甲
賀
市
」
を
「
非
核
平
和
都

市
」
と
す
る
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
宣
言
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
甲

賀
市
議
会
か
ら
、
意
見
書
が
採
択
さ

れ
、
政
府
関
係
者
に
送
付
さ
れ
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
提

案
理
由
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
。
山
岡
議
員
の
提
案
説
明
を
紹
介
し
ま
す
。 

 ２２日の議会本会議で請願・意見書の採決が行われ、「核兵器禁止条

約の早期批准を求める意見書」が賛成多数で可決しました。請願・意

見書に対する採決結果は上記の通りです。 


